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栢
山
の
油
菜
栽
培
地
跡
。

遠
く
に
富
士
山
を
望
む
の
ど
か
な
田
園

風
景
に
囲
ま
れ
た
こ
の
地
を
、
一
度
、

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

積
小
為
大（
小
さ
な
こ
と
を
積
み
重
ね

て
、
は
じ
め
て
大
業
を
成
し
得
る
）。

尊
徳
の
軌
跡
が
、
そ
っ
と
、
語
り
か
け

て
く
れ
ま
す
。

二
宮
尊
徳
ゆ
か
り
の
地

第５１回
尊徳祭 開催！
詳しくは

４ページ参照。
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早期実現を
目指して

　
「
お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業
用
地
」、「
小

田
原
地
下
街
施
設
」、「
三
の
丸
地
区
」
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
地
域
活
性
化
へ
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
く
総
合
的
・
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、新
た
な
視
点
で
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業
用
地

に
は
公
共
施
設
と
商
業
・
業
務
施
設
を
配
置
し
、

小
田
原
地
下
街
施
設
は
主
と
し
て
商
業
的
な
利

用
を
図
る
、
現
ホ
ー
ル
予
定
地
を
含
む
三
の
丸

地
区
に
は
市
民
ホ
ー
ル
と
周
遊
拠
点
機
能
を
配

置
す
る
と
い
う
組
み
合
わ
せ
案
を
基
本
と
し
て
、

今
後
、
事
業
推
進
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

検
討
の
経
緯

　
「
お
城
通
り
地
区
再
開
発
事
業
用
地
」、「
小

田
原
地
下
街
施
設
」、「
三
の
丸
地
区
」
な
ど
の

施
設
配
置
に
つ
い
て
、
７
月
14
日
に
、
市
職
員

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
お
城
通

り
地
区
再
開
発
事
業
用
地
に
、「
市
民
ホ
ー
ル

を
中
心
と
し
た
計
画
（
ホ
ー
ル
中
心
型
）」、「
市

民
ホ
ー
ル
と
商
業
施
設
を
両
立
さ
せ
る
計
画

（
ホ
ー
ル
商
業
両
立
型
）」、「
商
業
施
設
を
中
心

と
し
た
計
画
（
ホ
ー
ル
商
業
融
合
型
）」、
そ
し

て
、
検
討
し
て
い
る
中
で
、
ホ
ー
ル
商
業
融
合

型
の
代
替
案
と
し
て
加
わ
っ
た
「
商
業
施
設
及

び
公
共
施
設
を
配
置
し
た
計
画
（
公
共
施
設
商

業
融
合
型
）」と
い
う
４
つ
の
事
業
案
に
つ
い
て
、

機
能
、
事
業
費
、
集
客
効
果
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
小
田
原
地
下
街
施
設
、

現
ホ
ー
ル
予
定
地
を
含
む
三
の
丸
地
区
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

小田原駅・小田原城周辺の懸案事業である「お城通
り地区再開発事業用地」、「小田原地下街施設」、「三
の丸地区」の利活用について、立地と機能の基本的
な方向づけを行いました。
今後は、市民の皆さんとともに、事業推進に向けた取
り組みを行っていきます。
Y企画政策課　☎３３-１３３５

小田原駅・小田原城周辺のまちづくり

お城通り地区
商業・業務施設と市民
会館にある会議室機能
や市民施設を集約する

小田原地下街施設
お城通り地区と一体
的にとらえ、商業利用
中心の利活用を図る

三の丸地区
新たな市民ホールと周
遊拠点機能を配置する

お堀端通り
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４
つ
の
判
断
基
準

　

職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
検
討

結
果
を
受
け
、
❶
技
術
的
な
可
能
性
（
建
築
面
、

財
政
面
）、❷
交
流
人
口
の
大
幅
拡
大
と
高
い
回

遊
性
の
実
現
、❸
事
業
の
早
期
実
現
、❹
こ
れ
ま

で
の
市
民
意
識
や
合
意
形
成
経
過
へ
の
配
慮
と

い
う
４
つ
の
視
点
か
ら
、総
合
的
に
小
田
原
駅
・

小
田
原
城
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
判

断
し
ま
し
た
。

機
能
配
置
の
基
本
方
針

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検
討

案
の
中
で
、
実
現
の
可
能
性
が
高
い
案
で
あ
っ

た
、
❶
新
た
な
市
民
ホ
ー
ル
と
周
遊
拠
点
機
能

を
三
の
丸
地
区
に
配
置
す
る
、
❷
お
城
通
り
地

区
は
市
民
会
館
に
あ
る
会
議
室
機
能
や
市
民
施

設
を
集
約
す
る
な
ど
公
共
要
素
を
高
め
た
事
業

案
に
変
更
す
る
、
❸
地
下
街
施
設
は
お
城
通
り

地
区
と
一
体
的
に
と
ら
え
、
商
業
利
用
を
中
心

と
し
た
利
活
用
を
図
る
と
い
う
組
み
合
わ
せ
案

を
、
機
能
配
置
の
基
本
方
針
と
し
て
位
置
づ
け

ま
し
た
。

今
後
の
課
題

　

三
の
丸
地
区
内
に
市
民
ホ
ー
ル
を
建
設
し
ま

す
が
、
市
民
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
た
機
能

を
持
つ
ホ
ー
ル
と
す
る
た
め
、
ま
た
、
周
遊
拠

点
を
整
備
す
る
た
め
に
も
、
今
後
は
、
周
辺
用

地
を
拡
張
し
、
歴
史
と
文
化
の
拠
点
空
間
と
し

て
の
ゆ
と
り
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
が
直
面
し
て
い
る
、

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
経
済

の
再
生
や
市
民
活
動
の
活
性
化
な

ど
の
課
題
に
一
日
も
早
く
取
り
組

む
た
め
に
、
平
成
23
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
す
る
総
合
計
画
の
策
定
に

時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
策
定
作
業
が
本
年
度
後
半

か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
小
田
原
駅
・
小
田
原

城
周
辺
の
懸
案
事
業
に
つ
い
て
も
、

早
期
解
決
に
向
け
た
方
針
の
樹
立

が
必
要
で
す
。

事
業
化
を
目
指
し
て

　
「
お
城
通
り
地
区
に
は
、
市
民

に
よ
る
交
流
と
創
造
の
拠
点
を
、

三
の
丸
地
区
に
は
お
城
周
辺
の
た
た
ず
ま
い
を

生
か
し
た
歴
史
と
文
化
（
芸
術
文
化
）
及
び
周

遊
の
拠
点
を
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の

も
と
、
各
立
地
に
対
す
る
機
能
配
置
の
基
本
方

針
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
設
置
予
定
の
検
討
委
員
会
で
、
今
回

示
し
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
各
事
業
用
地
に

整
備
さ
れ
る
具
体
的
な
内
容
な
ど
に
つ
い
て
十

分
に
議
論
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
や

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
広
範
な
意
見
を
い
た
だ
き
、

事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
な
形
に
仕
上

げ
て
い
く
か
は
、
ま
さ
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
参

画
し
て
い
た
だ
く
検
討
プ
ロ
セ
ス
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
す
。

お
城
通
り
地
区

再
開
発
事
業
用
地

【
公
共
施
設
商
業
融
合
施
設
】

●
市
民
会
館
本
館
機
能
：

　

会
議
室（
大
・
中
・
小
）・
展
示
室　

な
ど

●
市
民
活
動
支
援
拠
点
：

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
・
女

性
プ
ラ
ザ　

な
ど

●
子
育
て
支
援
拠
点
：

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
広
場　

な
ど

●
商
業
・
業
務
機
能
：
商
業
施
設
・
業
務
施
設　

な
ど

●
駐
車
場

小
田
原
地
下
街
施
設
【
商
業
機
能
施
設
】

　

●
商
業
施
設　

な
ど

三
の
丸
地
区

〔
現
ホ
ー
ル
予
定
地

現
市
民
会
館
用
地
ほ
か
〕

【
芸
術
文
化
交
流
施
設
】

　

●
市
民
ホ
ー
ル
：
大
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル　

な
ど

【
周
遊
拠
点
機
能
施
設
】

　

●
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
：
観
光
案
内
所
・
物
産
館　

な
ど

　

●
ア
メ
ニ
テ
ィ
施
設
：
お
休
み
処
・
広
場　

な
ど

　

●
観
光
バ
ス
駐
車
場
・
一
般
車
駐
車
場

【基本とする「立地と機能」の組み合わせ案】

　

な
お
、
検
討
委
員
会
の
市
民
委
員
の
募
集
に

つ
い
て
は
広
報
お
だ
わ
ら
10
月
15
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

市
民
説
明
会
を
開
催

　

小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周
辺
地
区
の
機
能
配

置
に
つ
い
て
市
長
自
ら
出
席
し
て
説
明
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

●
10
月
15
日
D
19
時
〜
20
時
30
分

　

市
民
会
館 

第
７
会
議
室

●
10
月
21
日
C
19
時
〜
20
時
30
分

　

マ
ロ
ニ
エ 

集
会
室
２
０
２

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
、
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

小田原駅周辺
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第
51
回
尊
徳
祭
〜
装
い
新
た
に

　

半
世
紀
の
歴
史
を
刻
み
51
年
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

尊
徳
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
加
わ

り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
二
宮
尊
徳
を
よ
り
身
近
に

世
界
に
誇
る
、郷
土
の
先
人
・

独
自
の
理
念
と
方
法
で
荒
廃
し
た
農
村
の
復
興
に
尽
力
し
た
郷
土
・
小
田
原

の
偉
人
、
二
宮
尊
徳
。
尊
徳
記
念
館
は
、
尊
徳
の
事
績
を
顕
彰
し
、
そ
の
教

え
を
普
及
す
る
た
め
に
昭
和
30
年
、
尊
徳
生
誕
の
地
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
こ
を
拠
点
に
尊
徳
の
教
え
を
生
か
し
た
ひ
と
づ
く
り
な
ど
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Y
尊
徳
記
念
館　

☎
36
２
３
８
１

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
G
・
19
日
A

会
場　

尊
徳
記
念
館
お
よ
び
尊
徳
生
家
ほ
か

内
容　

左
の
と
お
り

　
　
　

●
印
は
事
前
申
し
込
み
（
先
着
順
）、
そ
の
他

の
観
覧
な
ど
は
自
由
で
す
。

■１０月１８日G・１９日A両日
　９：００～１７：００　尊徳生家特別公開・展示室無料開放
　　　　　　　　尊徳学習成果・尊徳祭ポスター原画展示ほか
■１０月１８日G
　１０：００～１３：００　尊徳生家いろり燻

くんじょう

蒸実演
　１１：３０～１２：５０　プレ･コンサート
　１３：００～１３：５０　開会式　
　１４：００～１５：３０　アトラクション（下中座公演ほか）
■１０月１９日A
　１０：００～１６：００　報徳市（農産物直売・軽食販売ほか）
　１１：００～１２：３０　二宮金次郎柴刈りウォーク歓迎セレモニー
　　●二宮金次郎柴刈りウォーク（定員１００人）
　　　８：００に大雄山線塚原駅集合
　１２：３０～１４；００　尊徳生家抹茶サービス

　１０：００～１２：００　 尊徳フォーラム第１部　
　　●「親子で読もう、尊徳も学んだ論語」（定員親子２０組程度）
　　　講師　寺子屋「石塾」主催　岩越豊雄さん
　●対談「尊徳生家の思い出」（定員６０人）
　　話者　青木高雄さん・堀田義宣さん
　１３:００～１６：３０　 尊徳フォーラム第２部　
●講演「小田原藩報徳仕法の打切り」（定員２００人）
　講師　昭和館図書情報部長　松尾公就さん
●講話と映画「東西南北○（まる）に候」（定員２００人）
　講師　映画監督　小笠原清さん

　　※尊徳フォーラムの各行事には、個別に応募することもできます。
　
１３：３０～１６：００
　●尊徳くらし体験
　　草履づくり・やせうま背負い（定員親子２０組程度）

１０：００発／１３：００発
　●尊徳史跡探訪
　　栢山周辺の尊徳関係史跡を散策（定員各２０人）

□関連催事
　１０月１８日G　二宮尊徳先生を偲ぶ集い（１０：００～　善栄寺）
　　　同　　　二宮金次郎杯少年サッカー大会
　１０月２９日D　尊徳祭俳句大会
　１１月  ２日A　報徳マラソン大会

☆ はキャンパスシティおだわら事業（必修）です。
　開催時間は多少変更になることもあります。

☆
お
だ
わ
ら
市
民
大
学
報
徳
塾

　

〜
尊
徳
に
学
ぶ
〝
生
き
る
知
恵
〞

　

例
年
８
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
連
続

講
座
（
全
15
回
）
を
開
催
。

　

齋
藤
清
一
郎
さ
ん
ほ
か
の
講
師
陣
が

市
民
の
皆
さ
ん
へ
、
尊
徳
の
教
え
を
分

か
り
や
す
く
丁
寧
に
解
説
し
ま
す
。

　

講
義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
加
え
、

貸
し
切
り
バ
ス
に
よ
る
県
外
視
察
や
史

跡
見
学
も
あ
り
ま
す
。

　

受
講
者
の
募
集
は
、
７
月
ご
ろ
に
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
（
本

年
度
の
募
集
は
、
す
で
に
終
了
し
ま
し

た
）。

☆
報
徳
サ
ミ
ッ
ト

　

〜
尊
徳
ゆ
か
り
の
ま
ち
が
結
集
！

　

昭
和
63
年
以
来
、
尊
徳
ゆ
か
り
の
自

治
体
の
首
長
ら
が
一
同
に
会
し
、
報
徳

の
教
え
を
生
か
し
た
施
策
な
ど
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
い
る
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
。

　

現
在
、
小
田
原
市
を
は
じ
め
、
栃
木

県
日
光
市
や
静
岡
県
掛
川
市
な
ど
全
国

か
ら
20
の
自
治
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

尊
徳
の
事
績
顕
彰
な
ど
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
平
成
18
年
10
月
の
同
サ

ミ
ッ
ト
小
田
原
大
会
で
は
、
尊
徳
を

テ
ー
マ
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

制
作
を
求
め
る
大
会
宣
言
を
決
議
、
翌

年
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
大
会
は
、
10
月
25
日
G
・

26
日
A
に
掛
川
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

〜
そ
の
教
え
を
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜

二
宮
尊
徳

「いまこそ二宮尊徳」
　偉人二宮尊徳は、小田原が生んだ農政家・思想家であります。刻

こっ

苦
く

勉
べん

励
れい

の少年期の
逸話だけでなく、人々が幸せに暮らせる世の中を実現するために半生を捧げ尽くした人
物として、今なお、さまざまな場面で注目されています。
　重なる自然災害や父母との死別という不幸の中で努力を重ね、長じて、我が徳（持ち味・
特性・取り得・能力等）を生かして、桜町領（現在の栃木県二宮町と真岡市の一部）の復興や、
天保大飢饉での救済活動をはじめ、ごく晩年の日光御神領復興事業まで、六百有余の貧
しい村々の建て直しを手掛けました。また、その過程にさまざまな教えを説きました。
　こうした彼の生き方や教えは、現代の私たちが学び見習うべきものがいっぱいです。
本市はもちろん、尊徳ゆかりの各地で学習会や顕彰会など、たくさん事業がありますし、
１１月には上海で二宮尊徳思想の第４回学術大会も開かれます。尊徳の英智が、時を超
え国境を越えて人々に継承されているあかしでもあります。

報
徳
博
物
館

館
長
代
理

齋
藤 

清
一
郎
さ
ん

二宮尊徳画像　二宮通尚氏蔵
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小
田
原
市
学
区
審
議
会
委
員
の

募
集

Y
学
校
教
育
課　

☎
33
１
６
８
２　
　

教
育
政
策
課　

☎
33
１
６
７
２

片
浦
中
学
校
は
、
少
子
化
の
進
行
な
ど
で

生
徒
数
が
年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
立
中
学
校
や
部
活
動
の
継
続
を
理
由

と
し
た
通
学
区
域
の
弾
力
化
に
よ
り
他
の
公

立
中
学
校
へ
進
学
す
る
お
子
さ
ん
が
増
え
、
平

成
20
年
度
の
同
校
へ
の
進
学
者
は
２
人
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
の
住
民
代
表
や
保
護
者
、

学
校
関
係
者
な
ど
に
よ
る
「
小
田
原
市
立
片
浦

中
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る
委
員
会
（
以
下
、

あ
り
方
を
考
え
る
委
員
会
）」
を
今
年
１
月
に

設
置
し
、
片
浦
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

最
も
望
ま
し
い
中
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

片
浦
地
区
４
会
場
で
の
住
民
説
明
会
や
小

中
学
校
の
保
護
者
あ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
中

学
生
へ
の
意
見
・
要
望
調
査
な
ど
を
実
施
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
意
見
・
要
望
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
地

域
の
か
た
が
た
と
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
議
論

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
現
に
教
育
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
』『
片
浦
中
学
校

は
素
晴
ら
し
い
学
校
だ
が
、
著
し
く
生
徒
数

が
少
な
い
現
状
で
は
教
育
的
に
不
安
で
あ
る
』

『
地
域
の
一
体
感
の
観
点
か
ら
も
同
じ
中
学
に

通
え
る
よ
う
に
す
べ
き
』『
交
通
の
利
便
性
や

安
全
性
を
考
慮
す
べ
き
』
な
ど
、
７
回
の
委
員

会
を
開
き
議
論
を
重
ね
た
結
果
、『
片
浦
中
学

校
を
平
成
22
年
３
月
で
閉
校
し
、
片
浦
地
域
の

学
区
を
城
山
中
学
校
と
す
る
。
ま
た
、
平
成
21

年
度
は
経
過
措
置
と
し
て
、
城
山
中
学
校
へ
の

指
定
変
更
を
認
め
る
。』
と
の
提
言
書
が
８
月

25
日
、
教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
書
を
受
け
て
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
る
と
と
も
に
、

地
域
の
意
見
を
最
大
限
尊
重
し
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
小
田
原
市
学

区
審
議
会
を
開
く
と
と
も
に
、
片
浦
地
区
の
中

学
校
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
あ
り
方
を
考
え
る
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
提
言
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ

り
ま
す
。

http://w
w
w
.city.odaw

ara.kanagaw
a.jp/

〜
片
浦
地
区
の
中
学
校
区
の
在
り
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

■
小
田
原
市
学
区
審
議
会

　

市
内
小
・
中
学
校
の
学
区
の
在
り
方
、
見
直

し
を
調
査
・
審
議
す
る
機
関
で
、
今
回
は
「
片

浦
地
区
の
中
学
校
区
の
見
直
し
」を
審
議
し
ま
す
。

　

会
議
は
３
回
（
予
定
）
で
、
開
催
時
間
は
平

日
の
午
後
（
予
定
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20
歳

以
上
の
か
た
２
人

任
期　

第
１
回
会
議
（
10
月
下
旬
開
催
予
定
）

か
ら
11
月
中
旬
ま
で

報
酬　

１
０
，０
０
０
円
（
会
議
１
回
に
つ
き
）

申
込　

10
月
15
日
D
ま
で
（
必
着
）
に
、
応
募

申
込
書
（
共
通
様
式
）
を
書
い
て
学
校

教
育
課
へ
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

〒
２
５
０-

８
５
５
５　

小
田
原
市
荻
窪
３
０
０

小
田
原
市
学
校
教
育
課　
　

6
32
７
８
５
５

Ｅ
メ
ー
ル

gakukyo@
city.odaw

ara.kanagaw
a.jp

※
応
募
申
込
書
は
、
学
校
教
育
課
お
よ
び
各
支

所
・
連
絡
所
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考　

書
類
審
査
及
び
面
接

※
面
接
は
10
月
16
日
E
で
す
。
時
間
や
面
接
会

場
は
後
日
、
連
絡
し
ま
す
。

結
果　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
意
見
募
集

　

住
所
・
氏
名
な
ど
の
記
入
内
容
は
す
べ
て
任

意
で
す
。
申
込
方
法
も
問
い
ま
せ
ん
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
審
議
会
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込　

10
月
31
日
F
ま
で
（
必
着
）
に
。

5

青木教育長（左）に提言書を手渡す「あり方を
考える委員会」・中井委員長（中）、同・奥村
副委員長（右）
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Y
産
業
政
策
課　

☎
33
１
５
１
５

　

平
成
20
年
度
・
地
方
の
元
気
再
生
事
業
★
に

「
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
技

と
匠
に
よ
る
世
界
ブ
ラ
ン
ド
と
お
だ
笑わ

ら

手
形
で

に
ぎ
わ
い
の
創
出
〜
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

文
化
・
産
業
・
観
光
・
居
住
の
一
体
化
が
図

れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
や
国
際
的

に
も
誇
れ
る
工
芸
品
・
食
品
が
開
発
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
国
際
知
名
度
の
ア
ッ
プ
、
姉
妹
都
市

と
の
友
好
関
係
の
強
化
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
？

　

市
や
県
、
木
製
品
業
界
や
商
店
街
な
ど
が
互

い
に
協
力
し
合
い
、
次
の
と
お
り
、
４
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
複
合
的
に
展
開
し
ま
す
。

❶「
魅
力
あ
る
商
品
開
発
力
」
の
促
進

　

小
田
原
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
地
の
食
材
・
地
の

産
品
を
使
用
し
、
地
場
産
品
で
あ
る
本
物
の

小
田
原
漆
器
や
、
箱
根
寄
木
細
工
を
器
・
箸

に
使
用
し
た
『
小
田
原
丼
』
の
開
発
、
新
た

な
利
用
方
法
・
新
分
野
の
開
拓
に
よ
る
『
木

製
品
』
の
新
ア
イ
テ
ム
開
発
を
進
め
ま
す
。

❷「
商
店
街
の
回
遊
性
」
の
高
揚

　

新
た
な
回
遊
ア
イ
テ
ム
『
お
だ
笑わ

ら

手
形
』
を

販
売
し
て
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
ほ
か
、

こ
れ
を
利
用
し
た
回
遊
体
験
ツ
ア
ー
を
企

小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

い
よ
い
よ
始
動
！

画
・
検
討
し
ま
す
。

❸「
情
報
発
信
」
の
強
化

　
『
小
田
原
情
報
サ
イ
ト
』
の
構
築
を
図
り
、

既
存
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
携
し
な
が
ら
、

小
田
原
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
や
魅
力
を
発
信
し

ま
す
。

❹「
国
際
的
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
」
の
開
催
検
討

　
『
匠
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
や
『
姉
妹
都
市
協
賛
ホ
ー

ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
』
の
調
査
・
検
討

を
行
い
、
国
際
的
観
光
地
と
し
て
の
観
光
客

誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

●
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
？

　

中
小
企
業
の
多
い
地
場
産
業
の
集
積
地
で
あ

る
本
市
で
は
、
原
油
高
に
伴
う
原
材
料
の
高
騰

が
産
業
界
も
直
撃
し
て
い
ま
す
。「
地
方
の
元

気
再
生
事
業
」
は
短
期
即
効
的
な
振
興
施
策
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
、
地
域
特
有
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
国
委
託
モ
デ
ル
事
業
で
あ
り
、

市
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
採
決
さ
れ
た
補

正
予
算
を
受
け
、
早
期
に
実
施
し
ま
す
。

★
地
方
の
元
気
再
生
事
業
と
は
…

国
の
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局
が
中
心
と
な
り
、
地
方

の
声
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
道
筋
を
よ
り
明
確
化
し
て

い
く
た
め
の
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。

８月２７日に全国「木のクラフトコンペ」の審査会（小田原・
箱根木製品フェア実行委員会主催）が、世界的プロダクト
デザイナーの喜多俊之さんを審査委員長として開かれました。
今年のテーマは「暮らしを創る～次世代の心豊かな暮らしを
求めて～」。大賞受賞作品には、露木清高さんの「抹茶椀」
が選ばれました。
露木さんは、小田原・箱根地域の若手寄木グループ「雑木
囃子」のリーダーとしても活躍中です。

Y㈳箱根物産連合会　☎３２-５２５２

第５回全国「木のクラフトコンペ」
受賞者決定！
『小田原・箱根木製品フェア２００８』にて公開

日時　１０月２４日F～２６日A１０：００～１７：００
場所　小田原アリーナ・メインアリーナ

　本年、第５回全国「木のク
ラフトコンペ」において世界
的プロダクトデザイナー喜多
俊之さんをはじめ５人の新し
い審査委員をお迎えしての
審査となりました。新しい視
点での審査結果に、ご期待
ください。
　また、業界若手「雑木囃
子」をはじめ、16人の若手
職人による作品展が「若い力
×伝統の技」をテーマに開か
れます。いつもの「名物木
工屋さん」もさまざまな特典
がついてにぎやかに。
　ぜひ、ご来場ください。

露木実行委員長のコメント
今回の審査委員長は
あの喜多俊之氏が! !

クラフトコンペ大賞の「抹茶椀」

受賞できると思っていな
かったので、ビックリし
ましたが、とてもうれし
いです。現在、寄木が
さまざまな世界の中に
溶け込んでいけるよう
に、いろいろなデザイン
を考えています。伝統
的な面も継承しながら、
寄木が日常品のお気に
入りとなってほしいです。

大賞作品を初めコンペの入選作品は「小田原・箱根木製品フェア２００８」で展示されます。
木にまつわる素晴らしい文化に親しみ、この地域に芽生えた若い力を感じてください。

露木 清高さん
（早川在住）

前回の会場風景
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紙
・
布
類
の
出
し
方
に
気
を
つ
け
よ
う

　

紙
は
、
汚
れ
て
い

る
も
の
以
外
は
資
源

で
す
。
燃
せ
る
ご
み

の
中
に
、
雑
紙
や
お

菓
子
の
箱
な
ど
を
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

紙
類
は
、
大
雨
・

強
風
で
な
け
れ
ば
、

雨
の
日
に
も
出
せ
ま

す
。
布
類
は
、
濡
れ

る
と
リ
サ
イ
ク
ル
が

で
き
な
い
の
で
、次
の
回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
そ
の
他
紙
」
を
分
別
し
よ
う

　

ひ
も
で
縛
る
こ
と
の
で
き
な

い
お
菓
子
や
医
薬
品
な
ど
の
箱
、

手
紙
、
メ
モ
紙
、
レ
シ
ー
ト
な

ど
は
「
そ
の
他
紙
」
で
す
。
紙

袋
に
入
れ
て
「
そ
の
他
紙
」
と

書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
紙

袋
が
な
い
時
は
、
包
装
紙
な
ど
に
包
ん
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
車
の
発
火
事
故
を
防
ご
う

　

ご
み
収
集
車
の
発
火
事
故
は
、

燃
せ
な
い
ご
み
の
日
に
出
さ
れ

た
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
が
原
因

で
す
。
燃
せ
な
い
ご
み
は
引
火

性
の
も
の
が
な
い
と
の
判
断
か

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
平
成

16
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
燃
せ
る
ご
み

の
量
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
依
然
と
し
て
、
燃
せ
る
ご
み

の
中
に
は
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な

ど
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

も
の
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
を
守
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
分

別
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ら
、
ご
み
を
多
く
積
め
る
よ
う

に
圧
縮
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
燃
せ
な
い
ご
み
の

中
に
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
入
っ

て
い
る
と
、
収
集
車
の
中
で
ガ

ス
が
漏
れ
て
火
災
が
起
き
て
し

ま
い
ま
す
。

「
蛍
光
灯
ほ
か
の
日
」
も
チ
ェ
ッ
ク

　

蛍
光
灯
、
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

乾
電
池
・
ラ
イ
タ
ー
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
類
、
廃
食

用
油
は「
蛍
光
灯
ほ
か
の
日
」に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
は
、
同
じ
日
に
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
別
々
の
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
廃
食
用
油
は
必
ず
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、
ふ
た
を
き
ち
ん
と
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
物
の
持
ち
去
り
は
厳
禁
で
す

　

集
積
所
に
出
さ
れ
た
缶
や
古

紙
を
指
定
の
収
集
業
者
以
外
が

回
収
す
る
こ
と
を
条
例
で
禁
止

し
て
い
ま
す
。
警
察
と
指
定
収

集
業
者
の
協
力
の
も
と
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

持
ち
去
り
を
見
か
け
た
ら
環
境

政
策
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
指
定
収
集
業
者
】

か
ん
類
：
㈱
小
田
原
衛
生
美
化
サ
ー
ビ
ス

古　

紙
：
小
田
原
市
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
組
合

（「
ク
リ
ー
ン
小
田
原
21 

紙
・
布
類
分
別
収

集
作
業
中
」の
横
断
幕
を
掲
げ
て
い
ま
す
。）

“５つの「    」”で

毎年１０月は、「ごみの発生抑制（ ）」、「再使用（ ）」、
「再資源化（ ）」の３つの言葉の頭文字をとって
「３Ｒ推進月間」です。
市では、この３つの取り組みに「ごみの拒否（ ）」、
「修理（ ）」の２つのＲを加えた５Ｒを推進しています。
Y環境政策課　☎３３-１４７１

ごみの減量、リサイクルを
徹底しましょう！！

マイバッグなどを持ち、不要なレジ袋や過剰包装を断りましょう

買い過ぎない、作り過ぎない、食べ残さないようにしましょう

リターナブル容器や詰め替え容器を使いましょう

物を修理し、長く大切に使いましょう

ごみを分別し、再生利用に協力しましょう

リフューズ

リデュース

リユース

リペア

リサイクル

    」
ごみの減量、リサイクルを
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文　

加
藤
憲
一

　

８
月
29
日
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
へ
の
説

明
会
に
お
い
て
、
懸
案
で
あ
る
小
田
原
駅
・
小

田
原
城
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
一
定
の
方
向
性
を
提
示
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
月
号
の
特

集
（
２
、３
ペ
ー
ジ
）
に
委
ね
ま
す
が
、
そ
の
方

向
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
市
長
と
し
て
実

に
様
々
な
面
か
ら
の
熟
考
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
ホ
ー
ル
建
設
・
お
城
通
り
地
区
再
開

発
・
地
下
街
再
生
は
、
現
在
の
市
政
課
題
の
中

で
も
喫
緊
の
も
の
で
あ
り
、
各
事
業
関
係
者
や

市
民
か
ら
一
日
も
早
い
解
決
が
望
ま
れ
て
い

る
こ
と
。
一
方
で
、
50
年
、
１
０
０
年
先
の
視

点
か
ら
、
市
民
に
と
っ
て
価
値
の
高
い
事
業
を

模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
小
田
原

の
ま
ち
の
魅
力
が
大
幅
に
向
上
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
。
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
っ
て
、
可
能
な
限
り
予
算
を
圧
縮
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
。
事
業
案
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
市
民
参
画
の
原
則
を
守
る
こ
と
。
23
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
総
合
計
画

貫
く
べ
き
も
の

SHISEI
～至誠・市政～

全
面
的
な
市
民
参
画
に
よ
る

『
新
し
い
総
合
計
画
』
の
策
定
に
着
手

市
で
は
、
現
在
の
総
合
計
画
「
ビ
ジ
ョ
ン
21
お
だ
わ
ら
」
が
平
成
22
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
平
成
23
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
２
５
５

■
「
新
し
い
小
田
原
」
の
実
現
に
向
け
て

　

今
後
、
本
格
的
に
到
来
す
る
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
社
会
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
、
複

雑
化
す
る
地
域
課
題
な
ど
に
適
確
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
運
営
を
見
直
し
、
新

た
な
地
域
運
営
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
田
原
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
産
業
な

ど
豊
か
な
資
源
に
恵
ま
れ
、
全
国
的
に
も
類
の

な
い
可
能
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
資
源
の
可
能
性
を
花
開
か
せ
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
々
の
暮
ら
し
や
営
み
の
な

か
で
培
わ
れ
た
知
恵
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
思
い
な

ど
の
内
な
る
可
能
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
が
「
新
し
い
小
田
原
」
で
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
、「
い
の
ち
を
大
切
に
す

る
小
田
原
」、「
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
」、

「
市
民
が
主
役
の
小
田
原
」
の
３
つ
を
柱
と
し

て「
新
し
い
総
合
計
画
」を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

■
「
持
続
可
能
な
市
民
自
治
」
の
実
現
に
向
け

た
市
民
参
画

　

こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、

「
総
合
計
画
市
民
百
人
委
員
会
」
や
「
ビ
ジ
ョ
ン

21
お
だ
わ
ら
市
民
提
言
会
議
」
を
設
置
す
る
な

ど
、
先
進
的
な
市
民
参
画
手
法
を
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。

　

新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
も
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
の

か
か
わ
り
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
計
画
の
役
割

を
「
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
市
民
と
行
政
が

目
標
を
共
有
し
共
に
地
域
課
題
に
取
り
組
む
た

め
の
計
画
」
と
位
置
づ
け
、
全
面
的
な
市
民
参

画
に
よ
る
策
定
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
市
民
参
画
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
活
動
や
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
力
を
発
揮
し
、
市

は
そ
の
最
良
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
地
域
の
現

場
に
か
か
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
役
割
分
担

で
地
域
運
営
を
行
っ
て
い
く
「
持
続
可
能
な
市

民
自
治
」
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
市
民
参
画
の
機
会
な
ど
は
、
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

★
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

小
田
原
の
将
来
像
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
意

欲
な
ど
の
市
民
意
識
を
把
握
す
る
た
め
、
学
校

や
各
種
団
体
な
ど
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す
。公
共
施
設
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
思

い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い【
10
月
31
日
f
ま
で
】。）

http://w
w
w
.city.odaw

ara.kanagaw
a.jp/
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合
併
検
討
へ
の
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

❹「
２
市
８
町
に
よ
る
合
併
に
は
、
ど
の
よ
う
な
利
点

が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
２
つ
以
内
）」

❺「
２
市
８
町
に
よ
る
合
併
に
は
、
ど
の
よ
う
な
不
安

を
感
じ
ま
す
か
？
（
２
つ
以
内
）」

❻「
さ
ら
に
詳
し
く
、
将
来
の
合
併
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
市
町
の
組
み
合

わ
せ
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
？
」

　

特
に
多
か
っ
た
回
答
の
順
に
、「
現
在
の
２
市
８
町
」、

「
中
井
町
を
除
い
た
２
市
７
町
」、「
１
市
３
町
（
箱

根
町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
）」
と
い
っ
た
枠
組
み

で
し
た
。
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
の
広
域
連
携
の

取
り
組
み
や
各
地
域
の
生
活
圏
の
状
況
が
理
由
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

❼「
合
併
検
討
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
有
効
だ
と
思

う
媒
体
を
２
つ
以
内
で
選
ん
で
く
だ
さ
い
。」

「
市
町
合
併
に
関
す
る
市
民
説
明
会
」
参
加
状
況

　

全
９
会
場
で
延
べ
４
１
４
人
の
か
た
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
市
町
合
併
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
結
果

　

市
民
説
明
会
の
ほ
か
、
市
自
治
会
総
連
合
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
な
ど
に
出
席
さ
れ
た
延
べ
７
８
１
人
の
か
た

の
う
ち
、
５
９
９
人
の
か
た
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
回
収
率
76
・
７
％
）

❶
回
答
者
の
属
性

性
別
：「
男
性
」
83
・
６
％
／「
女
性
」
15
・
７
％

　
　
　
（
※
無
回
答
0.7
％
）

年
齢
：「
60
〜
79
歳
」（
79
・
５
％
）と「
40
〜
59
歳
」

（
15
・
０
％
）
の
か
た
が
大
多
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
内
居
住
年
数
：「
20
年
以
上
」
の
か
た
が

91
・
５
％
で
し
た
。

❷「
県
西
地
域
２
市
８
町
が
合
併
検
討
会
を
設
立
し
、

合
併
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
、

ど
の
程
度
ご
存
じ
で
し
た
か
？
」

　
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
多
少
は
知
っ
て
い
る
」
と
回

答
さ
れ
た
か
た
の
合
計
は
、
全
体
の
85
％
で
し
た
。

❸「
本
日
の
説
明
会
を
お
聞
き
に
な
り
、合
併
へ
の
関

心
を
お
持
ち
に
な
り
ま
し
た
か
？
」

　
「
大
変
関
心
を
持
っ
た
」「
少
し
関
心
を
持
っ
た
」
と

回
答
さ
れ
た
か
た
の
合
計
は
全
体
の
約
87
％
に
達
し
、

　

多
か
っ
た
回
答
の
順
に
、「
市
の
広
報
紙
」

（
40
・
８
％
）、

　
「
住
民
説
明
会
」（
31
・
３
％
）、「
新
聞
・
タ
ウ
ン
誌
」

（
17
・
０
％
）
と
続
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

■
多
く
寄
せ
ら
れ
た
意
見

❶
特
例
法
の
期
限
（
平
成
22
年
３
月
末
）
内
に
合
併
で

き
る
よ
う
、
積
極
的
に
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

⇒
広
域
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
十
分
に
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
市
民
に
密
接
な
医
療
や
福
祉
の
問
題
、

小
田
原
駅
周
辺
の
再
開
発
問
題
、
新
し
い
総
合
計

画
の
策
定
な
ど
、
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
合
併
は
、こ
れ
ら
の
課
題
に
、

あ
る
程
度
の
道
筋
が
つ
い
た
後
に
、
中
長
期
的
な

流
れ
の
中
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

❷
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
人
件
費
の
削
減
が
期
待

さ
れ
ま
す
が
、
職
員
が
減
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
ま
せ
ん
か
。

⇒
合
併
の
結
果
、主
に
管
理
部
門
（
企
画
・
総
務
な
ど
）

が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
密
接
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
部
門
（
福
祉
な
ど
）
に
手

厚
く
職
員
を
配
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
中

長
期
的
に
は
、
自
然
退
職
者
数
と
新
規
採
用
者
数

と
の
調
整
に
よ
り
、
全
体
的
に
職
員
数
を
減
ら
せ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❸
合
併
に
よ
る
課
題
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
を
、
も
っ
と
詳

し
く
教
え
て
ほ
し
い
。

⇒『
検
討
報
告
書
概
要
版
』
で
は
県
内
の
合
併
先
行
事

例
で
あ
る
相
模
原
市
の
対
応
策
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

全
国
的
に
見
て
も
、
ど
の
市
町
村
も
合
併
か
ら
ま

だ
数
年
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
十
分
な
見
極
め

は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
合
併
し
て
も
良
い
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と

い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
例
え
ば
「
仮
に
合
併

し
な
か
っ
た
場
合
、そ
の
地
域
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
か
」と
い
う
視
点
か
ら
の
検
証
も
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
今
後
、
県
西
地
域
合
併
検
討
会

で
さ
ら
に
事
例
研
究
を
進
め
、
県
西
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
合
併
の
在
り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

の
策
定
と
い
う
一
大
作
業
に
向
け
、
市
民
・
議

員
・
職
員
が
心
を
合
わ
せ
、
全
市
一
丸
と
な
ら

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
…
等
々
。

　

最
大
の
論
点
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
ホ
ー
ル

の
立
地
。
私
は
市
長
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
お
い
て
、
お
城
通
り
地
区
再
開
発
の
用
地
に

新
市
民
ホ
ー
ル
計
画
を
移
転
す
る
提
案
を
示

し
、
就
任
後
の
所
信
表
明
や
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
も
主
張
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
方
、

現
状
下
で
最
も
適
切
な
判
断
を
す
る
た
め
に

は
、
技
術
面
・
財
政
面
・
集
客
効
果
面
な
ど
複

数
の
視
点
に
よ
る
専
門
的
・
客
観
的
な
検
証

が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
検
証
作
業
も
進
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
視
点
や
作
業
結
果
を
総
合
的
に
踏

ま
え
、
結
果
と
し
て
、
新
た
な
市
民
ホ
ー
ル
は

現
計
画
地
を
含
む
三
の
丸
地
区
で
の
設
置
を
目

指
す
こ
と
が
、
様
々
な
課
題
を
同
時
に
解
決
す

る
方
向
性
で
あ
る
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
判
断
に
対
し
て
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

の
提
案
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
不
安
や
疑
問
の
声
を
少
な
か
ら
ず
頂
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
私
が
今
回
の
判
断
で
貫
こ
う

と
し
た
も
の
は
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
ま
ち

づ
く
り
・
防
災
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
財
政

な
ど
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
て
の
市
政
全
般
に

わ
た
る
課
題
解
決
、
つ
ま
り
「
市
政
改
革
を
遅

滞
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」と
の
政
治
姿
勢
で
あ
り
、

そ
の
点
で
は
全
く
ブ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
①
お
城
通
り
地
区
再
開
発
も
市
民

ホ
ー
ル
も
、
私
の
就
任
前
の
事
業
案
に
つ
い
て

は
見
直
し
と
な
る
こ
と
、
②
地
下
街
も
含
め
各

事
業
案
の
検
証
と
具
体
化
は
今
後
の
市
民
参

画
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
、
こ

の
大
き
な
２
点
は
当
初
の
主
張
通
り
確
実
に

進
め
ま
す
。

　

三
の
丸
地
区
の
用
地
拡
大
な
ど
幾
つ
も
の

具
体
的
課
題
が
残
り
ま
す
が
、
課
題
の
創
造
的

な
解
決
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
叡
智
を
集

め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
併
検
討
情
報 

〜
市
民
説
明
会
の
開
催
状
況
〜

市
で
は
、
６
月
27
日
か
ら
７
月
25
日
ま
で
に
全
９
回
の
市
民
説
明
会
を
行
い
、

市
町
合
併
の
考
え
方
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
説
明
会
場
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
多
く
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
２
３
９

財政力の弱い自治体
との合併により財政
状況が悪化するので
はないか

２４.２％

住民の声が届きにくく
なるのではないか ２１.７％

行政サービス水準が
低下するのではないか ２１.１％

税などの負担が増え
るのではないか １９.２％

市町の地名や伝統が
失われるのではないか １１.１％

その他 ２.６％

市民説明会のようす

行財政改革
が一層推進さ
れる

３６.５％

都市基盤の
整備が推進さ
れる

２０.９％

地域環境の向
上が図られる １４.０％

地域のイメー
ジアップにつ
ながる

１１.５％

行政サービス水
準が向上する ８.９％

その他 ８.２％

【表１】

大変関心
を持った

44.2％

少し関心
を持った

42.7％

特に関心
を抱かな
かった

5.0％

わからない 2.3％

その他 0.7％

無回答 5.0％

【表２】【表３】
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わ
た
し
た
ち
の
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
と
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
は
、

私
た
ち
が
お
互
い
に
支
え
合
う
医
療
制
度
で
す
。

Y
保
険
課　

❶
☎
33
１
８
４
５
（
国
民
健
康
保
険
）

　
　
　
　
　

❷
☎
33
１
８
４
３
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

❶
国
民
健
康
保
険
〜
医
療
費
の
推
移
や
財
政

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜

　

病
気
や
け
が
に
備
え
て
健
康
な
と
き
か
ら

保
険
料
を
出
し
合
い
、
相
互
扶
助
の
精
神
に

よ
り
保
険
給
付
を
行
う
社
会
保
険
制
度
で
す
。

市
内
の
加
入
者
は
、
平
成
20
年
度
で
全
市
民

の
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
６
０
，０
０

０
人
で
す
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
か
た
、
農
業
・
漁
業
な
ど
自
営
業
の

か
た
、
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
を
辞
め

た
か
た
は
必
ず
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

■
財
政
状
況

　

医
療
の
高
度
化
や
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に

伴
い
、
国
保
の
負
担
す
る
医
療
費
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
額
は
、
平
成
20
年
度
に

約
１
６
３
億
８
千
万
円
に
達
す
る
見
込
み
で
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
医
療
費
は
、

保
険
料
と
国
や
県
の
支
出
金
な
ど
で
賄
う
た

め
、
医
療
費
の
増
加
は
保
険
料
の
引
き
上
げ

に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
市
で
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
よ
う
、
市
税
な
ど
の
一
般
会
計
か
ら
12

億
円
を
支
出
し
て
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
を

抑
え
て
い
ま
す
。

　

国
保
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
事
な

制
度
で
す
。
保
険
料
の
期
限
内
納
付
と
一
人

一
人
の
健
康
管
理
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
使
い
道

■
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を　
　
　
　
　

○
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
け
て
い
る
か

た
と
そ
の
家
族
の
か
た
で
65
歳
ま
で
の
か

た
は
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
証
と
年

金
証
書
を
持
参
し
保
険
課
、
各
支
所
・
連

絡
所
、
マ
ロ
ニ
エ
、
い
ず
み
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

○
交
通
事
故
・
け
ん
か
・
食
中
毒
・
飼
い
犬

に
か
ま
れ
た
場
合
な
ど
、第
三
者
（
他
人
）

か
ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
は
、
速
や
か
に

保
険
証
の
発
行
元
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

後
日
、
そ
の
費
用
を
保
険
者
が
加
害
者
や

保
険
会
社
に
請
求
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
中
の
事
故
、
け
が
な
ど
で
の

受
診
に
は
国
保
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

❷
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度

　

〜
皆
さ
ん
か
ら
の
主
な
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
〜

Ｑ
も
う
す
ぐ
75
歳
に
な
り
ま
す
が
、
長

寿
医
療
制
度
へ
ど
の
よ
う
に
移
行
す

る
の
で
す
か
？

Ａ
県
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
で
、
平
成

20
年
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
か
た

は
、
自
動
的
に
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
誕

生
月
の
前
月
に
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
い
た
保

険
証
を
誕
生
日
か
ら
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
75
歳
に
な
る
前
に
お
持
ち
に
な
っ

て
い
た
健
康
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
証
）
と
高
齢
受
給

者
証
は
、
各
保
険
者
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い

（
市
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
か
た
は
保
険
課
、
各
支
所
・
連
絡
所
、
マ

ロ
ニ
エ
、
い
ず
み
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
）。

Ｑ
夫
が
被
用
者
保
険（
健
康
保
険
組
合
、

共
済
組
合
な
ど
）か
ら
長
寿
医
療
制
度

に
移
行
し
た
場
合
、
被
扶
養
者
の
妻（
74
歳

以
下
）の
保
険
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
他
の
か
た
の
被
扶
養
者
に
な
る
場
合

を
除
き
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
加
入
し
て

い
た
被
用
者
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
や
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
及
び
印

鑑
を
用
意
し
、
保
険
課
や
支
所
な
ど
で
国
民

健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
に
関
す
る
手
続
き
や
保
険
証
の
処
分
は
、

各
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
保
険
料
の
算
定
方
法
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

Ａ
保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
単
位
で

算
定
し
、
被
保
険
者
全
員
が
均
等
に

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の
前

年
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

を
合
計
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
、
21
年
度
の
保
険
料
率
の
設

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
均
等
割
額
…
３
９
，８
６
０
円

●
所
得
割
率
…
７
・
45
％

※
県
内
は
均
一
の
保
険
料
（
均
等
割
額
、
所

得
割
率
）
と
な
り
ま
す
。

※
「
所
得
割
額
」
は
被
保
険
者
の
前
年
の
総

所
得
金
額
な
ど
か
ら
基
礎
控
除
額
（
33
万

円
）
を
控
除
し
た
額
に
「
所
得
割
率
」
を

グラフ【医療費の推移】

当初予算ベース
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Y
経
営
管
理
課　

☎
34
３
１
７
５

　

市
立
病
院
の
内
科
で
は
、
過
去
１
年
以
内
に

市
立
病
院
で
の
受
診
歴
が
な
い
場
合
は
、
受
診

に
際
し
、
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
を
必

要
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
は
過

去
３
か
月
以
内
に
市
立
病
院
で
の
受
診
歴
の
な

い
場
合
は
、
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
７
月
か
ら
市
立
病
院
の
内
科

市
立
病
院
内
科
初
診
外
来
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

Y
社
会
保
険
事
務
所　

☎
22
１
３
９
４

　

10
月
か
ら
、
社
会
保
険
庁
よ
り
委
託
を
受
け
た
民
間

事
業
者
【
㈱
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】
が
、
国
民
年

金
保
険
料
が
未
納
の
か
た
に
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問

な
ど
で
保
険
料
の
納
付
案
内
を
行
い
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人
情
報
は
、「
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
や
本
事
業
に
係
る
委
託
契

約
書
に
基
づ
き
、
目
的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
え
い
、
複

写
を
禁
じ
る
な
ど
、
厳
格
な
安
全
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

乗
じ
た
額
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
私
の
平
成
19
年
中
の
年
金
収
入
は
３

０
０
万
円
で
す
が
、
20
年
度
の
保
険

料
額
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
後
期
高
齢
者
保
険
料
は
均
等
割
額（
年

額
３
９
，８
６
０
円
）と
所
得
割
額（
被

保
険
者
所
得
×
所
得
割
率
７
・
45
％
）
の
合

計
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
収
入
が
３
０
０
万
円
の
か
た
の
場
合
、

所
得
割
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

被
保
険
者
所
得
１
８
０
万
円
（
収
入
金
額

３
０
０
万
円－

公
的
年
金
等
控
除
額
１
２

０
万
円
）－

33
万
円
（
基
礎
控
除
額
）
×
７
・

45
％
＝
１
０
９
，５
１
５
円

　

よ
っ
て
、
平
成
20
年
度
の
保
険
料
額
は
３

９
，８
６
０
円
（
均
等
割
額
）
＋
１
０
９
，５

１
５
円
（
所
得
割
額
）
＝
１
４
９
，３
７
５
円

↓
１
４
９
，３
７
０
円
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
所
得
が
無
く
て
も
保
険
料
を
納
め
る

の
で
す
か
？

Ａ
負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料
負
担
と

な
り
ま
す
。
所
得
の
少
な
い
世
帯
の

被
保
険
者
に
対
す
る
保
険
料
は
、
均
等
割
が

最
大
９
割
（
平
成
20
年
度
は
8.5
割
）
軽
減
さ

れ
ま
す
が
、
全
額
免
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
納
め
る
の
で

す
か
？

Ａ
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き（
特

別
徴
収
）
で
す
が
、
次
の
か
た
は
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
（
普
通

徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

①
年
金
の
支
給
額
が
年
額
で
18
万
円
未
満
の

か
た
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
計
額
が
、
介
護
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
て
い
る
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
か
た
な
ど
。

Ｑ
保
険
料
の
年
金
天
引
き
を
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
か

た
は
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を
確
実
に
納
付

し
て
い
た
か
た
（
本
人
）
が
、
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
す
る
場
合　

○
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
が
い
る
か
た
（
年

金
収
入
１
８
０
万
円
未
満
）
で
、
世
帯
主

ま
た
は
配
偶
者
の
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

す
る
場
合

　

要
件
に
該
当
す
る
か
た
で
、
口
座
振
替
を

ご
希
望
の
か
た
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
た
後
、
保
険
課
で
も
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
方
法
は
保
険
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
天
引
き
の
中
止
に
は
、
申
し

込
み
か
ら
90
日
程
度
か
か
り
ま
す
。
手
続
き

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
妻
の
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
を
口

座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
場
合
は
、

そ
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
私
（
夫
）
が
社
会

保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
？

Ａ
年
金
天
引
き
に
よ
り
納
め
て
い
る
後

期
高
齢
者
保
険
料
を
、
世
帯
主
ま
た

は
配
偶
者
の
か
た
が
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

し
た
場
合
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を

支
払
っ
た
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
か
た
に

社
会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
口
座

振
替
へ
の
変
更
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得

税
や
住
民
税
の
額
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

が
広
域
二
次
病
院
群
輪
番
制
に
参
加
し
た
こ
と

に
よ
る
内
科
医
師
の
負
担
増
に
伴
う
緊
急
的
な

措
置
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
腹
痛
、
下
血
、

吐
血
、
黄
だ
ん
な
ど
消
化
器
症
状
の
か
た
は
、

紹
介
状
が
な
く
て
も
外
科
で
診
察
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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▲竹にわらを巻きつけた小舞

平
成
19
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
市
民
ホ
ー
ル
予
定
地
前
の
馬
出
門
桝ま

す

形が
た 

門
・
土ど

塀べ
い

の
復
元

工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
６
月
か
ら
土
塀
の
荒
壁
塗
り
を
開
始
、
屋
根
が
わ
ら
の
設

置
が
終
了
し
た
現
在
は
、
壁
塗
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
28
日
に
開
か
れ
た
市
民
見
学
会

で
は
、
１
０
０
人
の
か
た
が
工
事
現
場
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
４
日
の
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
に
よ
る
見
学
会
に
は
、
子
ど
も
80
人
を
含
む
１
４
０
人
の
か
た
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
市
民
グ
ル
ー
プ
や
建
築
士
、
建
設
業
関
係
の
団
体
に
よ
る
見
学
も
行

わ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
復
元
工
事
の
進
捗
状
況
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
８

馬
出
門
の
復
元
、順
調
に
進
行
中

土
塀
の
構
造

　

馬
出
門
の
工
事
は
、
発
掘
調
査
や
古
絵
図
の

検
討
な
ど
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
姿

を
忠
実
に
復
元
す
る
と
い
う
も
の
で
、
大
工
、

か
わ
ら
師
、
左
官
な
ど
職
人
の
た
く
み
の
技
が

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
塀
は
柱
と
柱
の
間
に
「
小こ

舞ま
い

」
と
呼
ば
れ

る
竹
に
わ
ら
縄
を
巻
き
つ
け
た
も
の
を
格
子
状

に
組
み
、
こ
れ
に
わ
ら
を
混
ぜ
込
ん
で
発
酵
さ

せ
た
粘
土
（
壁
土
）
を
塗
り
つ
け
る
日
本
古
来

の
伝
統
的
な
工
法
に
よ
り
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

土
塀
の
土
は
下
塗
り
、
中
塗
り
の
後
で
、
石

灰
を
も
と
に
し
た
し
っ
く
い
で
白
く
塗
り
、
仕

上
げ
と
な
り
ま
す
。
土
塀
は
、
完
成
ま
で
壁
を

塗
っ
て
は
乾
か
す
と
い
う
、
と
て
も
手
間
の
か

か
る
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

▲土塀の荒壁塗り

市民見学会

石組遺構を破壊する松の根

今
後
の
予
定

　

12
月
ま
で
土
塀
の
左
官
工
事
が
続
き
、
来
年

１
月
に
門
扉
を
設
置
し
ま
す
。
そ
の
後
、
土
塁

の
芝
張
り
や
周
辺
の
整
備
を
行
い
、
３
月
に
完

成
す
る
予
定
で
す
。

馬
出
門
整
備
の
課
題

　

馬
出
門
が
完
成
す
る
と
、
江
戸
時
代
の
小
田

原
城
の
二
の
丸
大
手
口
の
門
が
よ
み
が
え
り
ま

す
が
、
桝
形
内
部
や
周
囲
の
高
木
が
今
後
の
課

題
と
な
り
ま
す
。

　

馬
出
門
桝
形
内
部
や
馬
出
門
手
前
の
松
の
根

は
、
地
下
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る

石
組
遺
構
を
破
壊
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
冠

木
門
を
出
た
左
の
松
は
復
元
し
た
馬
出
門
や
石

垣
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
破
損
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
城
郭
整
備
の
専
門
家
か
ら
、

石
垣
や
貴
重
な
地
下
遺
構
、
復
元
建
物
を
破
壊

し
か
ね
な
い
こ
れ
ら
の
高
木
を
整
理
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま

え
、
文
化
財
や
植
物
の
専
門
家
と
相
談
し
、
馬

出
門
及
び
周
辺
の
樹
木
を
整
理
し
ま
す
。
地
下

遺
構
や
復
元
建
物
に
直
接
的
に
悪
影
響
を
与
え

る
樹
木
は
、
伐
採
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

馬
出
門
土
橋
北
側
の
水
面
に
映
え
る
桜
は
石
垣

の
際
に
あ
り
、
今
後
、
根
の
成
長
が
石
垣
の
崩

落
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
当
面

は
そ
の
ま
ま
残
し
、
経
年
観
察
を
続
け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
樹
木
は
、
お
城
が
廃
止
さ
れ
た
後

に
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
多
く
は
関
東
大
震
災

以
降
に
植
え
ら
れ
た
り
、
自
然
に
生
長
し
た
も

の
で
す
。
史
跡
と
し
て
復
元
整
備
を
進
め
る
中

で
、
こ
れ
ら
樹
木
の
一
定
の
整
理
は
、
避
け
て

は
通
れ
ま
せ
ん
。
平
成
20
年
３
月
に
史
跡
小
田

原
城
跡
調
査
・
整
備
委
員
会
か
ら
「
史
跡
小
田

原
城
跡
本
丸
・
二
の
丸
植
栽
管
理
指
針
」
が
提

言
さ
れ
、
ま
た
、
文
化
庁
か
ら
も
城
址
公
園
内

の
樹
木
を
史
跡
と
し
て
本
来
の
あ
る
べ
き
植
栽

に
戻
す
こ
と
や
大
手
筋
か
ら
の
眺
望
の
確
保
が

重
要
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
史
跡
の
保
全
と
適
切
な
樹
木
の
管
理

の
両
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

馬
屋
・
大
腰
掛
の
整
備

　

馬
出
門
桝
形 

門
・
土
塀
の
完
成
後
は
、
馬

屋
曲
輪
全
体
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
馬
屋
曲
輪

に
は
江
戸
時
代
中
ご
ろ
に
馬
屋
と
大
腰
掛
と
い

う
２
つ
の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、
整
備
に
先

立
ち
、
11
月
（
予
定
）
か
ら
発
掘
調
査
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
調
査
の
た
め
周
辺
に
仮
囲
い
を
設
置

し
ま
す
。
工
事
範
囲
が
よ
り
広
が
り
ま
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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板橋の寺社で聴く日本の歌声

出演　西川郷子（上々颱風ボーカル）
時間　１８：００～１９：３０
場所　香林寺本堂　　　定員　１００人
費用　２，０００円（当日券は２，５００円）

ジャズ蔵 ｉｎ ＩＴＡＢＡＳＨＩ

出演　渡辺典保
時間　❶１５：００～❷１６：００～
場所　秋葉山量覚院本堂　　　定員　３０人
費用　❶、❷とも各２，０００円（当日券は２，５００円）

 生誕１６０年益田鈍翁メモリアルトーク

出演　新井恵美子
時間　１４：００～１５：００
場所　香林寺本堂　　　定員　４０人
費用　１，０００円

小田原あじわい公演
（秋葉山量覚院本堂）

板橋俳句吟遊会

時間　９：４５～１３：００
場所　香林寺本堂
定員　４０人
費用　１，０００円（あじわい広場利用券付）

定員　❶、❷とも各８０人
費用　❶、❷とも各１，０００円（当日券は１，５００円）

❶相模人形芝居　下中座（国指定）
　時間　１１：００～１２：３０
　演目　伽羅先代萩
　　　　政岡忠義の段
❷落語
　出演　柳家三三
　時間　１４：００～１５：００

近
現
代
に
お
け
る
実
業
家
と
し
て
、
ま
た
数
寄
茶
人
と
し
て
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
益
田
鈍
翁
、
野
崎
幻
庵
、
松
永
耳
庵
の
「
近
代
小
田
原
三
茶
人
」。
板

橋
に
は
茶
人
た
ち
の
足
跡
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
８
日
、
９
日
に
は
こ
の
三
茶
人
を
し
の
び
な
が
ら
板
橋
の
歴
史
や
潤
い

の
あ
る
風
景
に
親
し
め
る
「
第
７
回　

板
橋　

秋
の
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

近
代
小
田
原
三
茶
人

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
小
田
原
に

は
著
名
な
政
財
界
人
が
数
多
く
住
ん
で

い
ま
し
た
。
中
で
も
三
井
財
閥
の
発
展
に

尽
く
し
た
鈍
翁
・
益
田
孝
（
１
８
４
８̶

１
９
３
８
）、
三
越
取
締
役
な
ど
を
歴
任
し
た

幻
庵
・
野
崎
広
太
（
１
８
５
７̶

１
９
４
１
）、

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
電
気
事
業
の

発
展
に
尽
く
し
た
耳
庵
・
松
永
安
左
ヱ
門

（
１
８
７
５̶

１
９
７
１
）
は
数
寄
茶
人
と
し

て
も
全
国
的
に
高
名
な
こ
と
か
ら
、「
近
代

小
田
原
三
茶
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
こ
の
三
茶
人
の
一
人
、
益
田
鈍
翁
の

生
誕
１
６
０
年
に
当
た
り
ま
す
。

板
橋
の
た
た
ず
ま
い
を
舞
台
に

　

板
橋
に
は
益
田
鈍
翁
、
山
縣
有
朋
、
大
倉

喜
八
郎
、
松
永
耳
庵
と
い
っ
た
政
財
界
の
要

人
の
ほ
か
、
長
谷
川
如
是
閑
、
中
河
与
一
と

い
っ
た
文
人
た
ち
も
住
ん
で
い
ま
し
た
。
歴

史
の
あ
る
寺
社
や
、
古
く
か
ら
の
た
た
ず
ま

い
が
残
り
、『
小
田
原
ふ
る
さ
と
の
原
風
景

百
選
』
に
選
ば
れ
て
い
る
旧
東
海
道
の
ま
ち

な
み
や
小
田
原
用
水
な
ど
の
情
緒
豊
か
な
魅

力
あ
ふ
れ
る
風
景
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
の
板
橋
を
舞
台
に
開
か
れ
る
「
夢
見
遊

山
い
た
ば
し
〜
板
橋　

秋
の
交
流
会
〜
」。
今

年
も
近
代
小
田
原
三
茶
人
た
ち
が
愛
し
た「
お

だ
わ
ら
・
い
た
ば
し
」
の
魅
力
を
よ
り
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向

を
凝
ら
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
〝
す
て
き
な
ま
ち
・
板
橋
〞

を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

茶
人
の
愛
し
た
街『
い
た
ば
し
』を
遊
ぶ

【夢見遊山いたばしプログラム】

松永記念館特別展
「生誕１６０年　益田鈍翁の記憶」
１０月３０日E～１１月２４日)

第
７
回 

夢
見
遊
山
い
た
ば
し
〜
板
橋 

秋
の
交
流
会
〜

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

申込方法　１０月３１日fまでに、住所・氏名・電話番号・希望プログラム名「参加人数（２人分まで申
込み可）」を書いて電話、ファクスまたはＥメールで（先着順）。

Ｅメール　ｋｏｒｙｕｋａｉ＠ｃｉｔｙ.ｏｄａｗａｒａ.ｋａｎａｇａｗａ.ｊｐ
※複数プログラムへの申し込みは可能ですが、同一内容の重複申し込みは無効です。
※ はキャンパスシティおだわら事業（自由）です。

事前申し込み

   参加自由の催し

松永記念館茶会（全６席）

時　間　１０：００～１５：００
茶席券　１席４００円（当日販売）

板橋・竹燈籠の夕べと甘酒の
おもてなし

時間　１７：００（点灯）～２０：００ころ
場所　松永記念館庭園及び香林寺参道
甘酒の『おもてなし』があります（無料）。

庭園コンサート（無料）

●協和会雅楽部（雅楽）
　時間　１０：００～１１：００
●菊地貴子（二期会・ソプラノ歌手）
　時間　１３：００～１４：００

特別展ギャラリートーク（無料）

時間　１７：００～２０：００ころ
場所　松永記念館本館・別館

『只管点茶』̶ 鈍翁・耳庵を偲んで̶

鈍翁・耳庵を偲んで茶の湯の世界に誘います。
時　間　１０：００～１４：３０
茶席券　１席１,０００円

板橋散策ガイド
（小田原ガイド協会・無料）

時間　１０：３０～１５：００

いたばしにぎわい公演

●マジックライブ
　出演　ヨシズエ・ユウ
●地元児童による小田原囃子他

松永記念館庭園呈茶席

時　間　１０：００～１４：３０
場　所　烏薬亭ほか
呈茶券　３００円

小田原あじわい広場
（秋葉山量覚院境内）

時間　１０：００～１５：００
※ブイヤベースは限定販
売、一食５００円

いたばしのお地蔵さん前
にぎわい市場

板橋商店会による地元産品などの販売
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研
修
・
講
座
の
開
催

❸
外
国
人
観
光
客
も
て
な
し
事
業
（
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
作
成
・
配
布
）

❹
小
さ
な
お
も
て
な
し
運
動
（
６
種
類
の
お
も

て
な
し
シ
ー
ル
の
掲
出
な
ど
）
の
推
進

❺
１
市
３
町
を
巡
る
「
西
さ
が
み
回
遊
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
の
実
施

■
今
年
も
実
施
し
ま
す
！

　

西
さ
が
み
回
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

秋
・
冬
の
西
さ
が
み
を

巡
っ
て
、
新
た
な
発
見
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
特
典
付
き
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
観
光
案

内
所
や
西
さ
が
み
地
域
の
観

光
施
設
な
ど
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
西

さ
が
み
の
名
産
品
が
当
た
る
か
も
？

期
間　

10
月
１
日
D
〜
平
成
21
年
３
月
15
日
A

■
西
さ
が
み
連
邦
共
和
国

　

観
光
交
流
推
進
協
議
会

　

〜
感
動
リ
ゾ
ー
ト
・
西
さ
が
み
〜

　

行
政
、
民
間
事
業
者
と
住
民
が
一
体
と
な
り

魅
力
あ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

目
指
し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
に
は
、
国
の
「
観
光
交
流
空
間
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
（
現
在
は
観
光
地
域
づ
く
り

実
践
プ
ラ
ン
）」
に
も
選
定
さ
れ
、
情
報
発
信

や
地
域
資
源
の
活
用
、
地
域
住
民
の
も
て
な
し

意
識
の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

❶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン（
月
２
回
）

に
よ
る
観
光
情

報
の
発
信

❷
観
光
ま
ち
づ
く

り
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
お
も
て

な
し
に
関
す
る

　

10
月
１
日
に
「
観
光
庁
」
が
発
足
。
平
成
15
年
に
提
唱
し

た「
観
光
立
国
」の
実
現
に
向
け
、国
の
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
団
塊
世
代
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
充
実
な
ど
と
も

関
連
し
て
、
国
内
の
観
光
客
数
は
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
観
光
地
間
に
お
け
る
競
争
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
激
し

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、「
２
０
１
０
年
ま
で
に
訪
日
外
客
１
，

０
０
０
万
人
」
を
目
指
し
、「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
諸
外
国
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
中
、
市
で
は
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
、

観
光
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、「
西
さ
が
み
連
邦
共
和
国
観
光
交
流
推
進

協
議
会
」
で
す
。

地域の枠を越えた観光まちづくりは、平成１５年１２月に設立された「西
さがみ連邦共和国観光交流推進協議会」をはじめとして、特に力を注
いできた事業の一つです。まもなく５年目を迎える協議会での取り組み
の一部を紹介します。
Y西さがみ連邦共和国観光交流推進協議会事務局（観光課内）　☎３３-１５２３

“広域連携”がキーワードです

http://www.nishisagami.jp　小田原駅東西自由連絡通路（アー
クロード）内にある小田原駅観光案
内所は、「かながわＷＥＳＴ　花と
水の交流圏インフォメーションセン
ター」に位置づけられ、県西地域２
市８町の観光の玄関口として、地域
のさまざな観光情報を提供しています。
　観光案内所を訪れる観光客の約１
割は外国人であるため、スタッフが
外国語で応対する場面も少なくあり
ません。
　１０月１日dからは、国の「ビジッ
ト・ジャパン案内所（Ｖ案内所）」の
指定を受け、外国人観光客が、より
利用しやすい案内所づくりを進めて
いきます。

小田原駅観光案内所が
Ｖ案内所に！

14

観光まちづくり!!

レッツ

小田原城（小田原市）湯河原梅林（湯河原町） 芦ノ湖と富士山（箱根町）三ツ石海岸（真鶴町）
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北岡伸一（きたおかしんいち）
１９４８年生まれ。東京大学法学部
卒業。立教大学教授を経て、東京
大学教授。２００４～０６年、特命
全権大使（日本政府国連代表部次
席代表）。専門は日本政治外交史。

小
田
原
市
平
和
都
市
宣
言

　

わ
が
国
は
世
界
で
唯
一
の
核
被

爆
国
で
あ
り
国
民
は
日
本
国
憲
法

に
も
と
づ
く
恒
久
平
和
の
実
現
を

め
ざ
し
世
界
か
ら
核
兵
器
を
廃
絶

す
る
こ
と
を
共
通
の
願
い
と
し
て

い
ま
す

　

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
小
田
原

は
過
去
に
戦
災
を
被
る
と
い
う

悲
し
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す

そ
し
て
多
く
の
歴
史
的
文
化
遺

産
を
守
り
続
け
て
い
る
わ
た
く

し
た
ち
に
は
こ
う
し
た
惨
禍
を

く
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
平

和
を
守
り
き
ら
め
く
城
下
町
を

次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く

責
務
が
あ
り
ま
す

　

小
田
原
市
は
美
し
い
地
球
を
大

切
に
し
輝
か
し
い
人
類
の
未
来
を

信
じ
世
界
平
和
を
実
現
す
る
た
め

こ
こ
に
永
久
に
平
和
都
市
で
あ
る

こ
と
を
宣
言
し
ま
す

ニュース

　

北
岡
先
生
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０

６
年
秋
ま
で
国
連
次
席
大
使
と
し
て
、
外
交

の
最
前
線
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
日
中
歴
史
共
同
研
究
委
員
会
の
日
本
側

座
長
を
務
め
ら
れ
、
優
れ
た
論
客
と
し
て
、

数
々
の
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
中
で
す
。

　

世
界
の
平
和
と
安
全
の
た
め
に
は
何
を
す

べ
き
か
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
６
日
E
14
時
開
演

　
　
　
（
13
時
30
分
開
場
）

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

国
際
平
和
に
国
連
が
果
た
す
役
割

講
師　

元
国
連
大
使
・
東
京
大
学
大
学
院

　
　
　

法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

　
　
　

北
岡 

伸
一
さ
ん

平
和
都
市
宣
言 

制
定
15
周
年
記
念 

平
和
講
演
会

〜
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
〜

市
で
は
、
過
去
の
戦
争
戦
禍
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
平
和
を
守
り
、
恒
久
的
な
平
和

を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
５
年
10
月
１
日
に
「
小
田
原
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
制
定

し
ま
し
た
。今
年
で
制
定
15
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
に
平
和
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

Y
総
務
課　

☎
33
１
２
９
１

みなぎる可能性、描く夢、
そして、奏でる未来。
このコーナーでは、
若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。

　

ま
ち
を
行
き
交
う
人
た
ち
の
姿
が
色
づ
き
始
め
た

今
日
こ
の
ご
ろ
。
服
飾
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
専
門
分
野

に
取
り
組
む
同
校
は
、
前
身
の
小
田
原
ド
レ
ス
メ
ー

カ
ー
女
学
院
を
経
て
今
年
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
華
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
ク
リ

エ
ー
タ
ー
を
目
指
し
日
々
、
活
動
中
で
す
。

　
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
、自
身
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
が
夢
で
あ
り
、目
標
で
す
。
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
出
展
用
の
衣
装

製
作
。
ま
た
、
海
外
の
か
た
と
か
か
わ
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
英
会
話
の
習
得
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
は
い
い
意
味
で
、ラ
イ
バ
ル
（
笑
）。
そ

れ
ぞ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
持
ち
主
な
の
で
、と

て
も
よ
い
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
」（
宮
本
圭
子
さ
ん
、

蓮
正
寺
在
住
）

　
「
同
じ
く
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
個
性
や
発
想
を
生
か
し
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

な
ど
〝
特
別
な
日
〞
の
た
め
の
服
、
身
に
着
け
た
か
た

が
心
に
刻
め
る
よ
う
な
も
の
を
製
作
し
て
い
き
た
い

で
す
。
費
用
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
、頭
を
悩
ま
せ
て
し
ま
う

と
き
も
あ
り
ま
す
が（
苦
笑
）、
そ
れ
だ
け
の
も
の
を

作
り
上
げ
ら
れ
た
と
き
の
達
成
感
は
何
も
の
に
も
代

え
ら
れ
な
い
で
す
」（
新
城
加か

津ず

美み

さ
ん
、
鴨
宮
在
住
）

　
「
７
月
の
学
内
文
化
祭
、
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
夏

ま
つ
り
や
小
田
原
ラ
ス
カ
、ロ
ビ
ン
ソ
ン
百
貨
店
で

の
各
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、ど
れ
も
が
忘
れ
ら
れ

な
い
ス
テ
ー
ジ
の
思
い
出
で
す
。
そ
し
て
、
学
生
生

活
の
集
大
成
と
な
る
来
年
３
月
の
卒
業
記
念
製
作
発

表
会
を
目
指
し
て
各
自
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
、

と
び
っ
き
り
の
ス
マ
イ
ル
で
話
し
て
く
れ
た
２
人
。

「
で
も
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
少
し
羽
目

を
外
し
た
衣
装
を
作
っ
て
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ

ち
ゃ
い
ま
す
♪
」

　

色
と
り
ど
り
の
希
望
に
満
ち
た
世
界
へ
、
大
き
く

飛
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

川
瀬
学
園

Ｏ
Ｆ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
＆
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（左から）宮本さん、新城さん

は
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
テ
ィ
お
だ
わ
ら
事
業（
自

由
）
で
す
。



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，７
５
４
人  

７
７
，１
８
４
世
帯

毎
月
1
日
発
行

No.972

発
行
●
小
田
原
市　

_

２
５
０-

８
５
５
５ 

小
田
原
市
荻
窪
３
０
０
番
地　

市
役
所
総
合
案
内 

☎
０
４
６
５ 
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編
集
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広
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５ 
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６
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６
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４
６
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小
田
原
市
２
０
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８
・
10

　「パパイア」はメキシコ南部原
産の多年生植物です。花は黄
緑色で目立たず、果実は幹の
先端になります。
　また、果実はトロピカルフルー
ツの代表格であり、特に、未熟
果には肉を軟らかくするパパイン
という酵素が含まれるため、肉
料理に多く用いられます。
　野菜や果物用として広い範囲
で栽培されるほか、ドライフルー
ツにも加工できます。
　トロピカルドーム内（有料）で
見られます。

芦子小学校
（児童数：６０７人）

芦
子
の
腐
葉
土
作
り
〜
落
ち
葉
拾
い
で
環
境
教
育
〜

　

腐
葉
土
作
り
は
、
平
成
８
年
に
５
年
生
が
土
の

大
切
さ
を
学
ぶ
総
合
学
習
で
始
め
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
全
校
に
お
け
る
伝
統
的
な
取
り
組
み
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
身
の
回
り
の
環
境
に
関
心
を
持

ち
実
践
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
、
地
域
の

人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
中
旬
、
け
や
き
通
り
の
け
や
き
の
落
ち
葉

を
全
校
児
童
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
集
め
ま

す
。
高
学
年
生
を
中
心
に
、
全
児
童
が
家
か
ら
米

の
と
ぎ
汁
を
持
っ
て
く
る
な
ど
協
力
し
、
１
年
間

ほ
ど
世
話
を
し
な
が
ら
腐
葉
土
を
完
成
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

最
も
大
変
な
作
業
は
、
７
月
と
９
月
に
行
わ
れ

る
「
切
り
返
し
」
で
、
腐
葉
土
タ
ン
ク
か
ら
腐
葉

土
を
出
し
、
油
か
す
や
消
石
灰
を
混
ぜ
て
発
酵
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
暑
い
中
、
大
汗

を
か
き
な
が
ら
も
、
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

で
き
上
が
っ
た
腐
葉
土
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
タ

で
販
売
す
る
な
ど
地
域
の
か
た
に
使
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
そ
の
腐
葉
土
を
使
い
一
人
一
鉢
の
花
を
育

て
学
校
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
り
、
学
年
園
で

育
て
る
野
菜
の
肥
料
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
腐
葉
土
で
環
境
栽
培
委
員
会
が
育

て
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
水
仙
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

な
ど
の
草
花
を
、
地
域
の
保
育
園
や
病
院
な
ど
に

寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
地
域
の
か
た
や
保
護
者
、
職
員
が

協
力
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
を
し
た
腐
葉
土
タ
ン

ク
を
２
基
増
設
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
今
ま
で
以

上
に
多
く
の
腐
葉
土
を
作
り
、
地
域
の
か
た
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組みを
紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見ると、小
田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育政策課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

さまざまな花に彩られ、
四季折々の表情を見せるおだわら。
毎月、花の名所を紹介します。

小田原フラワーガーデン
Yフラワーガーデン　☎３４-２８１４
　http://www.city.odawara.
　kanagawa.jp/public-i/
　park/o-furawa.html
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柿沼 勇気さん
（６年生）

僕たち６年生は、７月に初
めて腐葉土の切り返しを
しました。毎年来てくれ
ている地域のかたと一緒
に行いましたが正直、重
くて臭くて大変でした。
汗っかきの僕は、みんなよ
りもたくさんの汗をかき、
水をかぶったようになりま
した。もう一度切り返し
があるので、その時も一
生懸命頑張りたいです。

花

力石 菜々穂さん
（６年生）

私たちが作った腐葉土は、１１月
に行われる「芦子ふれあいフェス
タ」で販売されます。腐葉土を
売ったお金で、来年の腐葉土作り
に必要な物を買ったり、種や苗を
買って環境栽培委員会が花を育て
ます。その花は、公共施設や保
育園などに寄付しています。腐葉
土作りは大変だけど、花をもらっ
た人が笑顔になれるように、地域
が花でいっぱいになるように、こ
れからも頑張っていきたいです。

果実
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